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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 9,434 63.0 △551 ― △75 ― △88 ―

2022年3月期第1四半期 5,788 74.9 △2,996 ― △2,162 ― △2,175 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　△65百万円 （―％） 2022年3月期第1四半期　　△2,049百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 △1.49 ―

2022年3月期第1四半期 △36.68 ―

（参考）EBITDA　　　　　 2023年３月期第１四半期　662 百万円　　　　　　2022年３月期第1四半期　△1,441百万円

（EBITDA＝経常利益＋支払利息＋減価償却費）

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 56,923 37,667 66.2

2022年3月期 59,111 37,970 64.2

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 37,667百万円 2022年3月期 37,970百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,600 51.3 △1,400 ― △790 ― △800 ― △13.49

通期 43,100 50.6 200 ― 1,050 ― 1,000 ― 16.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 59,400,000 株 2022年3月期 59,400,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 75,988 株 2022年3月期 75,988 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 59,324,012 株 2022年3月期1Q 59,324,012 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実績等は様々な要因により大
きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、感染防止と経済活動の両立により、徐々に回復

の動きがみられたものの、新型コロナウイルスは感染力の強い変異株を中心に流行が長期化している

ことに加え、不安定な国際情勢に伴う原材料価格の高騰や円安等の影響もあり、先行き不透明な状況

となりました。 

ホテル業界におきましては、訪日外国人客や国内宿泊需要は十分な回復に至らなかったものの、 

前第１四半期連結累計期間に発出されていた緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が 2022 年３月に

終了し、営業の制限が緩和されたことで、国内個人消費を中心として徐々に需要の回復が見られまし

た。 

このような環境のもと、当社グループにおきましては、引き続き感染防止を徹底し顧客に安心して

利用いただけるサービス体制を構築し、需要の回復に万全の態勢で臨んでまいりました。さらに、  

帝国ホテル東京の建て替え計画の完了を見据え『中長期経営計画 2036』を策定したほか、京都にお

ける新規ホテルについては建築工事が始まるなど、第二の創業ともいえる両計画に向けて、収益の 

確保と雇用の維持にグループ一丸となって注力してまいりました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同期比 63.0％増の 9,434 百万円と

なりましたが、営業費用における固定費負担等を補うには至らず営業損失は 551百万円となり、雇用

調整助成金等を加味した経常損失は 75 百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失は 88百万円とな

りました。 

また、当社グループでは、2022 年５月 12 日に公表した『中長期経営計画 2036』において      

ＥＢＩＴＤＡ（経常利益＋支払利息＋減価償却費）を定量目標の一つとしております。当第 1 四半期

連結累計期間のＥＢＩＴＤＡは 662 百万円となりました。 

セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は前年同期比 73.6％増の 8,633 百万円、  

営業損失は 384 百万円となり、不動産賃貸事業の売上高は前年同期比 2.0％減の 803 百万円、営業  

利益は前年同期比 6.5％増の 335百万円となりました。 

なお、当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、

売上高が多く計上される傾向があります。しかしながら、2021年３月期第 1四半期連結累計期間以降、

新型コロナウイルスの世界的な感染の影響により、例年の傾向とは大きく異なる結果となっておりま

す。 

 

（２）財政状態に関する説明 

総資産は、前連結会計年度末に比べて 3.7％減少し 56,923百万円となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて 6.1％減少し 29,299百万円となりました。これは現金及び

預金の減少などによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて 1.0％減少し 27,623

百万円となりました。これは有形固定資産の減少などによるものであります。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 25.5％減少し 5,076 百万円となりました。これは賞与   

引当金の減少などによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて 1.0％減少し 14,179

百万円となりました。これは退職給付に係る負債の減少などによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて 0.8％減少し 37,667 百万円となりました。これは配当金の  

支払いなどによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における業績につきましては上記の通り徐々に回復したものの、足元に

おいては新型コロナウイルスの感染者数が急増して第７波に突入したなど、今後厳しい経営環境が 

予想されます。 

2022年５月 12日に発表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、

現時点において変更はありません。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,216 9,989

売掛金 1,666 2,486

有価証券 15,905 15,504

貯蔵品 619 676

その他 801 649

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 31,201 29,299

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,651 9,079

その他（純額） 5,361 5,719

有形固定資産合計 15,012 14,799

無形固定資産 1,142 1,119

投資その他の資産

投資有価証券 6,134 6,091

その他 5,620 5,612

投資その他の資産合計 11,755 11,704

固定資産合計 27,910 27,623

資産合計 59,111 56,923

負債の部

流動負債

買掛金 832 912

未払法人税等 51 23

未払費用 1,934 1,383

前受金 812 927

賞与引当金 654 26

その他 2,527 1,803

流動負債合計 6,813 5,076

固定負債

退職給付に係る負債 6,907 6,837

資産除去債務 1,010 1,013

長期預り金 3,997 3,928

建替関連損失引当金 1,993 1,993

その他 418 406

固定負債合計 14,327 14,179

負債合計 21,141 19,256
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,485 1,485

資本剰余金 1,378 1,378

利益剰余金 34,639 34,314

自己株式 △89 △89

株主資本合計 37,413 37,087

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 844 830

退職給付に係る調整累計額 △288 △250

その他の包括利益累計額合計 556 579

純資産合計 37,970 37,667

負債純資産合計 59,111 56,923
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 5,788 9,434

材料費 1,243 2,124

販売費及び一般管理費 7,541 7,861

営業損失（△） △2,996 △551

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 16 37

持分法による投資利益 - 26

雇用調整助成金 676 269

新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金 60 89

その他 78 48

営業外収益合計 838 476

営業外費用

持分法による投資損失 4 -

営業外費用合計 4 -

経常損失（△） △2,162 △75

税金等調整前四半期純損失（△） △2,162 △75

法人税、住民税及び事業税 7 6

法人税等調整額 6 6

法人税等合計 13 13

四半期純損失（△） △2,175 △88

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,175 △88
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純損失（△） △2,175 △88

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 87 △16

退職給付に係る調整額 38 37

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

その他の包括利益合計 126 23

四半期包括利益 △2,049 △65

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,049 △65
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（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

(継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

(追加情報) 

  前連結会計年度の有価証券報告書（2022年６月 27 日提出）に記載した新型コロナウイルス感染症

の感染拡大の影響に関する会計上の見積りの仮定について、重要な変更はありません。 
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(セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021年６月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高      

外部顧客への売上高 4,972 815 5,788 －  5,788 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 5 5 △5  －   

      計 4,972 820 5,793   △5 5,788 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△2,799 315 △2,484 △512 △2,996 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022 年４月 1日 至 2022年６月 30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高      

外部顧客への売上高 8,633 801 9,434 －  9,434 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 2 2 △2  －   

      計 8,633 803 9,437   △2 9,434 

セグメント利益 

又は損失（△） 
△384 335 △49 △502 △551 

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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